
マイクロソフトセキュリティアップデートに伴う 

電子入札システム注意事項について 

 

2014 年 9 月 10 日よりマイクロソフト社のセキュリティ強化に伴い、電子入札システムロ

グイン時に Internet Explorer 上に警告メッセージ「Java(TM)は、最新のものではなく更

新が必要なためブロックされました。」が表示される場合があります。 

 

【警告メッセージの回避について】 

電子入札システムヘのログイン時に 

「Java(TM)は、最新のものではなく更新が必要なためブロックされました。」 

と表示された場合、【更新】、【今回は実行】の２つのボタンは押さず、×ボタンを押してく

ださい。 

 

 

【誤ってＪａｖａを最新バージョンにアップデートした場合】 

【更新】をクリックして、Ｊａｖａを最新のバージョンにアップデートすると、電子入札

システムで未対応のＪａｖａになり、ログインできなくなります。 

この場合は、ご利用の認証局にお問い合わせください（認証局一覧のリンク） 

 

【信頼済みサイトへの登録】について 

この警告が表示された場合は、電子入札システムＵＲＬを「信頼済みサイト」に登録する

ことで警告メッセージは表示されなくなります。 

「信頼済みサイト」の登録方法については下記バージョン別にご確認下さい。 

 

Internet Exploer ７の場合 

Internet Exploer ８～１１の場合 

http://www.cals.jacic.or.jp/coreconso/linkpage/link5/link5j/link5j-3toiawaseitiran.htm
http://ebid-portal.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp/ie7taioujokyo.html#ie7-01
http://ebid-portal.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp/ie7taioujokyo.html#ie7-01
http://ebid-portal.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp/windows7/ie8_sinraizumisaito.pdf

